










































不全） の 医療化」， 第 3 章「拡張： 多動児 か ら 成人
ADHDへ」，第4章「エンハンスメント：ヒト成長ホル
モンと生物医学的エンハンスメントの誘惑」，第5章「継
続：同性愛と再医療化の可能性」の4事例が提示されて
いる。これらの具体的な事例を通して，アメリカ社会に
おける医療化が，どのような進展を遂げているかが明ら
かとなる。本書の理論的なまとめとなる第3部では，第6
章「医療化の測定：範疇，数，治療」，第7章「医療化の
推進力」，第8章「医療化と医療化に対する不満」という
医療化の一般的動向と社会的帰結を扱っている。以下で，
簡単ではあるが，各章について順に確認しておく。
　まず第部第章では，「医療化」を扱う際の前提を確
認するため，著者らにより「逸脱の医療化」の概念が提
起された後に蓄積された，膨大な医療化論研究について
のレビューがなされている。本章で示されている医療化
に言及する論考等の数を確認するだけでも［p.5］，医療
化の概念や，著者らがこの分野においてなした知的貢献
がいかにインパクトのあるものであったかを窺うことが
できる。『逸脱と医療化』から一貫して主張されている
ことであるが，ここで改めて医療化の要諦は「定義」で
あることが確認される。医療化の事例として語られる現
象は，それ自体では病気とは見なされないがゆえに定義
が必要となるのである。本書は，医療化の現代的展開の
一つとして，定義のポリティクスを実践するプレーヤー
に変化が見られることを示しているが，第章では，そ
の変化を促す要因について検討されている。
　続く第2部では，興味深い個別事例について，歴史的
経緯をふまえたうえでの丁寧な観察を通して，医療化の
諸相が明らかにされる。第2章では，加齢する男性の生
活と身体（＝男らしさ）を対象とする医療化現象として，
男性の更年期，はげ，ED（勃起不全）の事例が示され
ている。これらは，現象それ自体は異なった様相を見せ
るものの，どれも男性のエイジングのプロセスが病理学
的な用語で構築されはじめたことを示す事例である。こ
れまでの医療化論におけるジェンダーの扱いにおいて，
男性よりも女性の方が医療化の対象とされやすいことが
指摘されていたが，もはやそうとばかりは言えない状況
にあることが示される。第3章では，従来は子どもの病
気として知られていた「多動児」のカテゴリーが，成人
をも含めたものへと拡張していることを挙げ，その定義
の変容過程を描き出している。DSMにおける診断基準
は，ADHDの症状として「多動」のみならず「不注意」
に着目することで，年齢の基準を引きあげることに成功
し，これに続いて，従来の多動児のカテゴリーでは扱わ
れることのなかったような全ての人びととその問題をも
対象に含めることが可能となる。「多動児」の事例は，
著者が博士論文において対象としているテーマであるこ
と，また現在日本において支援制度の構築が進行過程で
あるという点からも非常に興味深い事例である。第4章
では，ヒト成長ホルモンを取り上げている。生物医学的
なエンハンスメント（enhancement）は，医療化の一
形態とされる。科学（とりわけ遺伝学）は，身体やその
性能を「向上させる」という新しい医療的な介入を発達
させている。第5章では，同性愛を取り上げている。同
性愛は，数少ない脱医療化の事例として知られているが，
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近年の医学知識，ゲイ・レズビアン運動，社会における
いくつかの変化を取り上げ，同性愛が「再医療化」され
る可能性を検討している。同性愛の事例では再医療化は
ありそうにないものの，常に脱医療化と再医療化の流れ
が共存していること，また，ゲイ遺伝子の発見というバ
イオテクノロジーが（同性愛の事例においてはそれほど
のインパクトをもたなかったものの）再医療化のための
触媒となりうる可能性にも言及している。
　第2部の個別の事例をふまえ，第3部では，より一般的
な医療化の動向が記述される。第6章では，医療化は現在，
どのような状況にあるのかを直接的に検討している。常
に「増えている」との主張がなされる医療化現象である
が，実はそのことについてはほとんど実証されていない。
そこで，本章では，DSMの診断カテゴリーの数や外科
手術，薬剤の服用などの量的増加を示すことで医療化の
増加を実証している。第7章では，こうした医療化を増
加させる推進力の変容が描き出される。医療化の主要な
推進主体はこれまでの医療専門職組織，社会運動や利害
集団などから，バイオテクノロジー，消費者，マネジド・
ケアなどへと移行してきており，それに伴い関連プレー
ヤーの役割や関係性にも変化が生じている。医師は，依
然ゲートキーパーとしての役割を失いはしないものの，
もはや医療化という現象において中心的役割を果たすわ
けではない。本章は，アメリカ社会学会のレオ・リーダ
ー賞（Leo	G.	Reeder	Award）の受賞講演の原稿をも
とにしている。そのため本書は若干繰り返しの部分が多
いように感じられる。しかし重複箇所は，著者の指摘す
るところの医療化における新展開でもあり，どうしても
強調したい／すべきであるという著者の強い思いの表れ
なのではないだろうか。本書を通じて繰り返し主張され
るのは，「医療化は増大している」「医療化を定義づける
ためのプレーヤーに変化が見られる」ことである。そし
て「医療化と医療化に対する不満」と称された第8章では，
本書のまとめとして，医療化による社会的な帰結とそれ
に対する反応が述べられている。ここでは医療化の動向
に対し，医療化が個々人の生活にとって大きなメリット
をもたらすことを理解したうえでも，著者を懐疑的にす
るような社会的帰結が5点指摘されている。①病人役割
が拡大適用される一方で人間の様々な違いが「病理」と
解釈されること，②医学的な方針が何が「正常」である
かを決定していくこと，③社会的コントロールが増大し
ていること，④医療の監視下におかれることによる問題
の個人化，⑤医療市場と消費者の登場である。
　医療化の推進とその帰結に対し，著者自身の慎重な姿
勢が窺われるにもかかわらず，医療化に反対するような
動きについての言及は，医療化の進展について割かれた
分量から考えると圧倒的に少ない。現代社会において，
医療化の推進が押し止められたり，減退していくことは
もはや想定することすら出来ないのである［p.64］。著
者はこう予言する。こうした流れは，現代社会における
インターネットの普及や国際的な市場の広がりを媒介と
して，アメリカのみに留まらず，世界中に拡がっていく
であろう，と。
　以上が本書の概要となるが，ここで医療化に関心をも
つ者に対し，2つの課題が課されているように思う。一
つは，こうしたアメリカにおいて見られるような医療化
現象は，果たしてアメリカを越えて世界へと拡がってい
るのであろうか。日本においても医療化現象は確かに見
られるが，アメリカのそれと同じものと解釈可能だろう
か。本書のおかげで，我々はアメリカにおける一般的な
動向のみならず，事例一つひとつの詳細まで掴むことが
できる。まずは日本において国際比較を射程に入れた実
証的研究を蓄積していくことで，先の著者の見解を検討
することが可能となるであろう。
　そしてもう一つの課題とは，同じく本書の末尾に記さ
れた，医療化は「人間の抱える問題に対してどのような
医療的社会的帰結をもたらすのか」また「我々はそれを
どのように取り扱うべきか」といった著者からの問いか
けである。我々はどのように回答するのだろうか。常に
自らの内に問いかけつつ，これへの回答を目指し著者と
ともに取り組まなくてはならないだろう。
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